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研究成果の概要（和文）：景観法の趣旨である地域再生を目論み、景観色彩を改良する手法を開発することを目的とし
、地域の特性、合意形成、審美性の3軸から考察した。
国内の景観計画において色彩を地域別に誘導していないところが多いことが明らかになり、仏国では協議システムが運
用されていることがわかった。また、向こう三軒両隣の配色の重心を考慮した景観色彩設計法の有効性を検討した。被
験者誘導の実験を行い、色彩規制の効果について考察した。以上から、日本の色彩誘導のあり方は景観法の趣旨が活か
されているとは言い難く、そのため、様々な専門家が関わる協議システムが参考になり、街路景観はその特徴によって
個別の対応が望ましいことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Environmental color design in Japan, especially facade color, has long been 
considered a matter of individual choice. The Landscape Act was passed in 2004, the purpose of which was 
to promote a more aesthetic approach to landscape and streetscapes, and also encourage the development of 
regional identity. We investigated each of these Landscape Plans, especially regarding the regulation of 
color, and determined that most towns use color restrictions regarding Chroma of Munsell Color System, 
however, this does not necessarily help in developing local features. Through the interview survey in 
France, French color planning systems of cooperative consultations by experts are effective. Through the 
color simulation experiment with subjects, the effects of the uniformed color restriction were limited. 
We concluded that Japanese environmental color control system should refer to cooperative consultation 
system and also that each color feature of streetscape should be esteemed.

研究分野：環境色彩

キーワード： 景観計画　合意形成　被験者誘導　カラーシミュレーション　協議システム

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
日本の景観の乱雑さは目に余るものがある
といわれて久しいが、政府は2004年に景観法
を策定し、行政の景観団体が300以上になり、
景観計画にも着手している。しかし、高さ制
限や総量規制に比べ、景観の美しさは基準が
曖昧なため規制誘導になじまず、眺望権を距
離によって定めるなどにとどまっている事例
が多い。その中で色彩は数値化しやすいため、
景観計画やガイドラインに数値基準や数値規
制でもって取り上げる項目として高い注目を
集めている。特に色彩を表す三属性のうち鮮
やかさを表す彩度については、景観法以前の
昭和58年に兵庫県の大規模建築物の色彩ガイ
ドラインにおいて「外壁の大部分を彩度6以下
とする」と謳われ、その後この基準がモデル
となって各地の景観色彩のガイドラインの彩
度基準が定められているものが多い。 
 しかしながらこの結果として各地の色彩基
準が画一的となり、地域独自の審美感がみら
れなくなった。さらにこのような数値基準を
示す方法は、この数値さえ守られるならばど
のような色でも構わないとも読みとれ、歴史
性を考慮した、また土地固有の色彩調和を醸
成しない。さらに芸術家やデザイナーによる
自由な発想や新しい美的感覚は涵養しえない。 
 一方で、従来から日本では景観は公のもの
であるという意識が希薄であり、その結果、
要素の集合体としての景観や街並みに対す
る関心は低く、今でもその思想が引き継がれ
ている。時代を遡れば、明治以前までは材料
と物流の制限から、街並みを構成する建築物
の材料は限られ、その結果街並みは強い統一
感が意識せずとも作られた。しかし、明治以
降、西洋建築の流入、新建材の開発と物流の
自由化が進むにつれ、景観や街並みを構成す
る様々なものの自由度が増していった。欧州
では塗る文化を長く続けてきたため、その試
行錯誤が市民の街並に対する色彩調和感を
醸成してきたと考えられるが、日本ではまだ
その経験が浅く、結果として景観的まとまり
に欠ける日本では街並の色彩が徐々に乱雑
になり、今日に至ったと考えられる。 
 
２．研究の目的 
 以上のように、景観法が制定されて以降、
わが国における景観団体数は増加の一途で
あり一見進展しているようであるが、景観色
彩の誘導方法は数値で彩度の上限を決める
にとどまることが多く、方法が画一的になる
傾向があり、それぞれの地方や都市の歴史性、
住民の意見、審美性を考慮するまでに至って
いない。本研究では、日本の街並景観を色彩
から捉え、中長期的に改良していく手法を再
考するものである。このため、景観色彩を中
心とした都市デザイン手法を、主に次の3軸、
（１）地域の歴史的変遷や文化的背景（２）
自治体による誘導方法や住民らによる合意
形成（３）評価実験による審美性、から考察
する。その結果を統合し、わが国におけるデ

ザイン手法の条件を検討する。 
 
３．研究の方法 
本研究では3つのアプローチから街並色彩を
中心とした都市デザイン手法を検討する。 
（１）地域性アプローチ 
国内の街並色彩の誘導方法は網羅し類型化し
た上で、諸外国の色彩誘導のユニークな手法
を調査し、国内外の色彩誘導における地域性
を抽出する 
（２）合意形成・誘導手法アプローチ 
諸外国のユニークな誘導方法を調査し、日本
における実施を検討する 
（３）審美性アプローチ 
美しさなどの心理的な評価から街並色彩の理
想像を検討する 
以上３つのアプローチから日本における有
効な街並色彩の誘導方法の施策を提案し、そ
れを国内の街並に当てはめた心理評価を行い
検証する。これらから、日本全体の新たな景
観色彩誘導方法の検討を行い、成果発表を学
会発表とホームページによって行う。 
 
４．研究成果 
（１）地域性アプローチ 
国内の景観計画の調査、および景観行政団
体へのアンケート調査を行い、環境色彩の誘
導方法の実態などを明らかにする一方で、地
域性を考慮した色彩計画を行っている自治
体を国内外に求め事例収集を行った。 
 
平成２３年度 
地域性のアプローチとして、日本の都市の
規模および言語環境が類似しているシンガポ
ールを調査したところ、色彩計画については
材料や主旨を丁寧に説明することによって誘
導を図っており、数値による規制はみられな
かった。屋外広告については厳しい規制をし
ており、地域の特徴と連動させた細やかな誘
導が見られた。韓国の色彩施策も調査を継続
した。 
 
平成２４年度 
２箇所の調査を行った。スペイン、ジロー
ナでは建築家のヒアリングも行い、色彩計画
の過程や、計画時の考慮事項を聞いた。建築
内部の改修時に市当局や住民と交渉して外
壁色まで改装したこと、この結果街の印象の
向上につながり、観光地として成功したこと、
さらに川の反対側の再開発にも同様の色彩
が使われたこと、など地域性の好事例であっ
た。建築家のヒアリングも行い、色彩計画の
過程や、計画時の考慮事項を聞いた。中国の
伝統的な町、周庄鎮の色彩調査からは、中国
の伝統的な色彩の傾向を得ることができた。 
 
平成２５年度 
日本の景観計画の資料分析と並行して、日
本の景観行政団体を対象に、景観色彩施策な
どに関するアンケート調査を行った。景観計



画では地域性を謳っているものの、色彩の規
制や誘導には地域ごとの区別を行っている
ところが少ないこと、しかし今後は色彩の規
制を活用していきたいと考えているところ
が多いことが分かった。 
 
平成２６年度 
景観計画の分析とアンケート調査結果の
分析を引き続き検討した結果、数値規制に頼
った規制を景観計画で使っている自治体が 8
割以上であること、そのうちマンセル値によ
る規制が約8割であることなどが明らかにな
った。しかしながら、景観行政団体になって
地域の個性が伸長されたと答えた自治体は 4
割弱であったため、現状の景観計画のあり方
に対して今後さらに検討する必要性が示唆
された。 
 
（２）合意形成・誘導手法アプローチ 
フランスでは合意形成と誘導から成る協
議型の景観色彩計画が他国に先駆けて実施
されているため、現地調査を実施し、日本の
景観色彩計画手法に向けて知見を得た。 
 
平成２３年度 
フランスの色彩計画は、設計の前段階で実
際に使用可能な色彩が確定しており、
CAUE(Conseil d’Architecture、 d’urbanisme 
et de l’environnement)や ABF（歴史的建造
物監視官）が望ましい計画となるように助言
する制度が実施されている。CAUE は建築都市
環境の向上に向けて市町村への助言やアド
バイス、情報提供などを行っており、建築都
市に関わるプロジェクトに関与し、デザイン
の向上に寄与する活動をしている。CAUE は各
県に設置され、フランス国内に全部で 91 箇
所あり、1300 人の専門的な職員が働く機関で
ある。そこで、フランスのローヌアルプス地
方アン県の CAUE が取り組んでいる協議シス
テムに基づく色彩計画を実施責任者からヒ
アリングした。また、実施された 6か所の現
場を 2011 年 9 月 8 日-9 日に調査し、それぞ
れの色彩計画に関与した主体（市、CAUE、色
彩デザイナー）から計画を実施した背景、実
施の目的、色彩計画の方法をヒアリングした。 
その結果、フランスのローヌアルプス地方
アン県における協議型の景観色彩計画は、コ
ミュニティに根差した景観色彩計画を目標
としており、基礎分析・色彩計画の作成・各
主体間の調整という段階で専門家や市民、自
治体などの協議に基づいて地域の固有性を
生み出す若しくは維持継承する色彩デザイ
ンを作っていることが把握された。各種の専
門家による見解とクライアント、自治体、建
築家、色彩デザイナーなどの主体間の関係と
方法、プロセスを組み込んだ協議では、常に
交渉しながら環境色彩計画を粘り強く遂行
する強い姿勢と弛まぬ努力、景観色彩計画の
プロセスの明確化、補助金の付与情報、情報
の公開と蓄積が重視され、これらが景観色彩

計画の運用を支えていることが把握された。 
 
平成２４年度 
ABF が協議に関与する事例として、歴史的
建造物があり、保全地区となっているコルマ
ールの景観色彩に注目し、実際にどのような
景観色彩計画が運用されているかをコルマ
ール都市計画局からヒアリングした。歴史的
建造物の周囲 500ｍ以内では、文化省が各県
に配置した ABF が審査をし、助言することに
なっている。 
また、現地にて実際に建築ファサードの測
色をすることで、色彩の実態を把握した。 
その結果、保全再生計画の策定過程、保
存・再生・修復過程で、ABF や建築家など専
門家からのアドバイスを基にした協議シス
テムが確立していることが把握された。さら
に、建築ファサードの構成部位について色彩
の実測調査を実施した結果、基調色としては
YR系の色相が8割程度使われていることが確
認され、木材や土壁、石材、煉瓦などの天然
の材料が使われていた。保全再生計画で述べ
られている内容が着実にデザインとして具
現化されており、保全再生計画が高いレベル
で実現されていた。 
 
平成２５年度 
フランスの CAUE と ABF が実施している協
議型景観色彩計画の方法と実施事例を調査
した結果、CAUE と ABF は助言する明確なシス
テムの中で、地域に求められた景観像に向か
って利害関係者が協議し、決定していくこと
が実施されていた。これは非常に手数がかか
ることであるが、一つ一つ丁寧に、様々な工
夫の上に成り立っており、地域の固有性を維
持することに大きく寄与していた。日本の景
観色彩計画は、定量規制型若しくは、定量規
制型に協議型が上乗せされているものが使
われているが、景観法制定後 10 年を過ぎた
今日、定量規制型・協議型景観色彩計画の在
り方を再検討する時期に来ているのではな
いだろうか。 
 
（３）審美性アプローチ 
このアプローチでは、人間の景観評価メカ
ニズムを探ることで、合意形成に資する情報
提供を目指した。 
 
平成２３年度 
景観色彩として最も問題があるのは看板
等の屋外広告であると考え、東京都内を中心
に商店街の景観を撮影し、看板を含んだ商店
街の問題点を列挙した。これは予備的な調査
であるが、商店街ごとえに色彩的もしくは景
観的問題が異なることを把握した。 
また、看板の色変更により良好な街路景観
を形成するためには設置者の理解が必要で
あることから、街並みと看板の調和だけでな
く、看板が持つアイデンティティおよび視認
性の確保との両立が必要であると考え、①看



板に用いられるロゴマークの色変換画像の
印象評価実験、②そのロゴマークを色変換し
た看板を埋め込んだ街並み画像の印象評価
実験の２つを実施し、街並みの好みや落ち着
き、看板の目立ち、オリジナルとのイメージ
の近さ等の観点から結果を考察した。 
①からは、オリジナルのイメージを残した
色変換として色相を変化させない色変換の
総合評価が高いことが明らかになった。②か
らは、落ち着きと目立ちを両立させる看板の
存在が示唆され、そういった看板は好まれる
ことがわかった。また、そのような色変換の
候補として 3種類の型を抽出した。 
 
平成２４年度 
引き続き、景観色彩として問題に挙がるこ
との多い屋外広告を扱った印象評価実験を
実施した。３個の看板を挿入した街路景観画
像の評価から、街路景観ごとに看板の許容力
が異なる、街路景観によって好ましいと判断
される看板が異なるという、街路の特徴に応
じて複数の基準・規制を用意すべきことを示
唆する結果を得た。単数と複数では、評価の
メカニズムに違いが現れることが明らかに
なったことも、一律の基準・規制に疑問を抱
かせる結果であり、興味深い。 
そのほか、12ヶ所の商業地域を対象とした色
彩実測調査を実施し、第 1 次〜第 3 次景観
構成色という捉え方を提案すると共に、その
分布の特徴を明らかにした。 
 
平成２５年度 
地域性アプローチ、合意形成・誘導手法ア
プローチからは、使用可能な色彩の範囲を定
めるという現在の日本で主流の色彩コント
ロール手法が、世界的な視野に立ったときに
は主流ではないことを明らかになっている。 
そこで、７種類の街路景観画像を作成し、そ
こに存在する５つの建物の色彩を、各建物の
所有者であると想定した実験参加者が、所与
の条件下で色彩を選択するという、街路景観
色彩の変遷をシミュレートした実験を実施
した。５回の異なる実験参加者の色選択によ
り、色が変化した街並みができあがる。その
好ましさ評定から、彩度規制や個人の選択を
活かしたものなど４種類設定された色彩コ
ントロール条件の有効性を探ることが目的
である。 
規制を設定しない条件は総じて評価が低
めであり、何らかのコントロールの必要性を
訴える結果となったが、色相規制・彩度規制
だけでなく、実験参加者の調和感を活かした
コントロール手法でも評価のばらつきが大
きく、有効性は確認できなかった。 
また、大規模建造物として景観に与える影
響が大きい集合住宅の色彩調査をポルトガ
ルとオランダで実施した。 
 
（４）総括 
以上の結果を総括し、現状の日本における

景観計画における色彩誘導のあり方には景
観法の趣旨が活かされているとは言い難い
面がみられることが明らかになり、それを解
決するためには、例えばさまざまな専門家が
関わる協議システムが参考になること、また、
街路景観においてはその特徴によってふさ
わしい色彩のあり方も変わるため例えばシ
ミュレーションを用いるなどの個別の対応
がふさわしいことを明らかにした。 
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